
2020(令和2)年6月作成

-

2021
(R3)

- - - 400

2018
(H30)

2019
(R1)

・定年を迎えた方や子育て中の女性等潜在的労働者の活用について積極的に取り組み、きめ細かな求人情報の収集と多様な働き手の情報提
供、マッチングに努めます。
・企業に対しては、就労希望者が望んでいる個性ある働き方の受け入れを啓発し、働き方改革を促進します。
・雇用を確保するためにも、市内事業者が事業をより長く継続できるよう、そして、事業が拡張していけるよう取り組んで行きます。
・企業の進出希望に対しては、市有の工場用地がないことから、名張市に進出することのメリットをアピールし、寄り添い支援に努めること
で、誘致と雇用創出を実現します。

2020
(R2)

2022
(R4)

４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・令和元年度は高数値を示す有効求人倍率に示されているように人材不足が叫ばれていましたが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響で企
業の求人が抑えられることも想定されますので、状況の変化に即時対応できる体制の構築が必要となります。
・企業への就職先が多いことから新規創業相談件数の伸びが鈍化したと想定すると、今後、新規創業希望者や小規模企業への就職希望が増え
ることも想定しておく必要があります。
・事業所の承継問題については、地盤はそのままに、経営革新を行って更なる飛躍を目指す、第二創業も積極的に行う時期に入ったとも言え
ます。
・シルバー人材センターの登録会員数は過去最大の1,049人となっています。様々なスキルやノウハウを持ち、就労を希望する高齢者が、他
の自治体より多く居住する当市では、シルバー人材センターへの会員登録を啓発し就労機会を提供することが効果的です。会員数と実就業人
員数の差をいかに小さくするかが課題になります。
・企業の進出については、民間レベルでの工場用地開発計画があることから、的確な情報収集が必要です。

52.0%

-

59.6%

５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和２年度以降）

目標 -

成果

- - -

1,713 2,614

4,250

241

施策評価管理シート

施　　策

2

1

基本施策

政　　策 3施
策
体
系 雇用創出

いきいきと働けるまちづくり

産業部

部局長名

杉本　一徳

活力に満ちて暮らせるまち

担当部局（室）名

○  成長が見込まれる分野において、企業による施設の拡張を奨励するとともに、空き用地、空き施設等への誘致を図り、雇用創出につなげ
ます。また、中小規模の事業立ち上げ、新事業の育成等のための創業支援を行い、多様な就業機会の確保を図ります。
○  若者、女性、高齢者、障害者など多様な働き方を可能とする就業機会の確保を図り、生涯現役のまちづくりを推進します。

295

１．施策の基本方針（目指す将来像）

目標 -

成果 140

31.6

２．令和元年度の取組内容及びその成果

創業相談件数【延べ数】　（件）

32.9

- -

58.8%

- -

・商工会議所やシルバー人材センターとともに名張市経済好循環推進協議会を官民協働で設立し、潜在的労働力活用プロジェクトとして、子
育て世代向けのコラボワーク、在宅ワーク、子ども同伴勤務、ハンドメイド作家育成等の新しい働き方を提案するとともに、一旦現役を引退
した高齢者層を労働力として活用するなどの事業を展開しました。当初目標（創業者を含め10名）を大幅に上回る56名（内、子育て世代就労
14名、高齢者就労42名）の新規就労者を達成しました。
・産業基盤と雇用の拡大を図る企業誘致促進施策である、名張市先端産業立地促進条例に基づいた制度の周知活動や、新たに制度対象となる
企業の誘致と掘り起こしを行い、企業の新たな進出と事業拡張・雇用創出の決定を目指しました。

35.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

-

29.9

目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

働く意欲のある人にいきいきと働ける場が確保されていると思
う市民の割合　（％）

841
シルバー人材センター就業実人員【延べ数】　（人）

ctionA

heckC

oD

lanP

heckC



69,086合計 80,274 62,293 90,202

4,924 4,924

勤労者福祉対策事業 商工経済室

起業・事業所支援事業 商工経済室

障害者アグリ雇用推進事業 農林資源室 517 517

23,600

0

20,000 20,000

35,268 17,634 40,432 20,216

20,000 20,000

1517

3055

346 346

23,600

347 0 900

商工経済室

商工経済室

23,600 23,600

3249

5022

シルバー人材センター運営助成事業（補助金含む）

地場産業雇用促進・人材育成事業

勤労者福祉会館費 市民スポーツ室 542 542

1102

1110

【参考】施策を構成する主な事務事業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R2予算額は、R2.6月補正時の予算額

Ｒ２
予算額

うち
一般財源

Ｒ１決算
見込額

うち
一般財源

事業費（単位：千円）事務事
業シー
トNO

事業名 担当室



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

2,049千円

1,125千円

0.00人

0.15人

924

924千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

○障害者アグリ雇用推進協議会に委託して、
農業就労体験や農業ジョブトレーナーの養
成、啓発イベント等を実施しました。
　農業就労体験　61回
　障害者参加　延べ212人
　農業ジョブトレーナー参加　述べ108人

○障害者アグリ雇用推進協議会に委託して、
農業就労体験や農業ジョブトレーナーの養
成、啓発イベント等を実施します。

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

517千円

R.1現年分

1102(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1102

R.4年度(計画予算)

0.15人

0.00人

 　農業分野における障害者就労を推進するため、名張市障害者アグリ雇用推進協議会において農業
ジョブトレーナーの養成や農業就労体験、研修会等の必要な取組を行います。

○障害者アグリ雇用推進協議会
に委託して、農業就労体験や農
業ジョブトレーナーの養成、啓発
イベント等を実施します。

R.5年度(事業計画)

0.00人

0.15人

924

924千円

R.4年度(事業計画)

○障害者アグリ雇用推進協議会
に委託して、農業就労体験や農
業ジョブトレーナーの養成、啓発
イベント等を実施します。

○障害者アグリ雇用推進協議会に委託
して、農業就労体験や農業ジョブトレー
ナーの養成、啓発イベント等を実施しま
す。

R.3年度(事業計画)

924千円

事務事業名 障害者アグリ雇用推進事業
会計区分 事業コード 307001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

農林水産業費 障害者アグリ雇用推進事業

担当部局名 担当室名 室長名 農業費 （小事業名）

   農業関係者及び障害者を含む福祉関係者相互の理解を深め、障害者の農業就労を推進すること
により、障害者の自立を促進し、また障害者の心身の健康や機能回復を図り生活の向上を目指しま
す。

施 策

重点プロジェクト

産業部 農林資源室 岩本　靖之 農業振興費 障害者アグリ雇用推進事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

第３次名張市障害者福祉計画
第３次名張市農業マスタープラン

活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

R.1繰越分 R.2現年分

4,924千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

0

臨時職員等 0.00人

0.24人 0.15人

0.00人

①+②総事業費 2,049千円

②概算人件費

0千円

0千円

2,317千円

1,800千円 0千円 1,125千円

0千円 6,049千円 2,049千円

1,125千円 1,125千円

地方債

一般財源 924517 0 4,924



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

地方債

一般財源 20,00020,000 0 20,000

①+②総事業費 20,375千円

②概算人件費

0千円

0千円

20,375千円

375千円 0千円 375千円

0千円 20,375千円 20,375千円

375千円 375千円

R.1繰越分 R.2現年分

20,000千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.05人 0.05人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

  市内勤労者が、住宅資金又は生活資金において、低金利で融資を受けることができるようにすること
で、生活の向上を図る。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 勤労者福祉対策事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

事務事業名 勤労者福祉対策事業
会計区分 事業コード 363001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 勤労者福祉対策費

1110(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1110

R.4年度(計画予算)

0.05人

　市内勤労者を対象に優遇金利で融資する東海労働金庫の金融商品に対して、資金を預託すること
で、優遇金利の融資枠の拡大を図る。（協調融資）

住宅資金預託金
生活資金預託金

R.5年度(事業計画)

0.05人

20,000

20,000千円

R.4年度(事業計画)

住宅資金預託金
生活資金預託金

住宅資金預託金
生活資金預託金

R.3年度(事業計画)

20,000千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

20,375千円

375千円

0.05人

20,000

20,000千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

貸付金
　住宅資金預託金
　　16,000千円
　生活資金預託金
　　4,000千円
預託額の10倍まで融資枠を設定する。

貸付金
　住宅資金預託金
　　16,000千円
　生活資金預託金
　　4,000千円
預託額の10倍まで融資枠を設定する。

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

20,000千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

●名張市経済好循環推進協議会の事業展開
〇事業所継続プロジェクト
　　・事業承継セミナー
　　・農業経営承継セミナー
　　・事業承継個別相談
　　・創業支援セミナー
　　・創業者個別支援
　　・なばり後継者人材バンク事業
　　・事業所紹介本作成
　　・Google活用セミナー
〇潜在的労働力活用プロジェクト
　　・高齢者就労支援事業
　　・子育て世代就職相談会
　　・在宅ワークセミナー
　　・就活準備セミナー
●事業所の営業可能年数の増加（KPI実績）
　５５年
●雇用・起業者数（KPI実績）
　６１名

●名張市経済好循環推進協議会の事業展開

事業所の営業可能年数の増加（単年KPI）
　２０年
雇用・起業者数（単年KPI）
　３０名

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

35,268千円

R.1現年分

1517(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1517

R.4年度(計画予算)

　新規創業者を増やすことによる経済の活性化を目指します。新規創業者が老舗の事業を承継できる
ような仕組みづくりにも力を入れ、かつ、市外者からの移住を含めた新規創業者、事業承継者の獲得
を行います。老舗の事業承継については、既存商品のブラッシュアップやパッケージの現代化等で商
品の価値を高め、さらに名張ブランドとして高めることで販路を開拓し、売り上げ増を目指します。
　これらの取組においては、産み育てるに優しいまちづくりを実現するために子育て中の女性等の新し
い働き方も視野に入れ、ワークライフバランスの観点も取り入れた雇用創出を行っていきます。

R.5年度(事業計画)

0.19人

20,216

20,216

40,432千円

R.4年度(事業計画)

●名張市経済好循環推進協議会の事
業展開

R.3年度(事業計画)

事務事業名 起業・事業所支援事業
会計区分 事業コード 362301
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 起業・事業所支援事業

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

これまでに名張市雇用創造協議会、名張市産業チャレンジ支援協議会において雇用の創出を主とし
て市の産業の活性化を図ってきました。この蓄積したノウハウを活かし、更なる経済の好循環や発展
及び新たな雇用の創出を図ってまいります。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 起業・事業所支援事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市 まち･ひと･しごと創生総合
戦略

活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

１．元気創造プロジェクト

R.1繰越分 R.2現年分

40,432千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.25人

0.38人 0.19人

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

0千円

0千円

38,593千円

3,325千円 0千円 1,425千円

0千円 41,857千円 41,857千円

1,425千円 0千円

地方債

17,634

一般財源 017,634

20,216

0 20,216



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

24,350千円

750千円

0.10人

23,600

23,600千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・負担金
　県シルバー人材センター連合会費 50千円
・運営等補助金
　運営補助金　13,550千円
・貸付金
　運転資金貸付金 10,000千円

・負担金
　県シルバー人材センター連合会費 50千円
・運営等補助金
　運営補助金　13,550千円
・貸付金
　運転資金貸付金 10,000千円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

23,600千円

R.1現年分

3055(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3055

R.4年度(計画予算)

0.10人

  シルバー人材センターの運営費及び事業費の補助、運転資金貸付

・負担金
・運営等補助金
・貸付金

R.5年度(事業計画)

0.10人

23,600

23,600千円

R.4年度(事業計画)

・負担金
・運営等補助金
・貸付金

・負担金
・運営等補助金
・貸付金

R.3年度(事業計画)

23,600千円

事務事業名 シルバー人材センター運営助成事業（補助金含む）
会計区分 事業コード 362501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 シルバー人材センター運営助成事業

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

  高齢化が進む中で、シルバー人材センターは、高年齢者の生きがい創出及び社会参加を図る活動
拠点として機能し、また社会への労働力提供も果たしている。

施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 シルバー人材センター運営助成事業（補助金含む）

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市産業振興ビジョン

活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

R.1繰越分 R.2現年分

23,600千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等

0.10人 0.10人

①+②総事業費 24,350千円

②概算人件費

0千円

0千円

24,350千円

750千円 0千円 750千円

0千円 24,350千円 24,350千円

750千円 750千円

地方債

一般財源 23,60023,600 0 23,600



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

地方債

2,700

一般財源 00

347 900

0 0

①+②総事業費 3,225千円

②概算人件費

0千円

0千円

947千円

600千円 0千円 525千円

0千円 1,425千円 2,325千円

525千円 525千円

R.1繰越分 R.2現年分

900千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（繰入金）

0

臨時職員等

0.08人 0.07人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

　ものづくりをはじめとした地域の産業における雇用の拡大を図る。施 策

重点プロジェクト

産業部 商工経済室 福田　浩士 商工業振興費 地場産業雇用促進・人材育成事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

名張市産業振興ビジョン

活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

1.元気創造プロジェクト

事務事業名 地場産業雇用促進・人材育成事業
会計区分 事業コード 366001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 地場産業雇用促進・人材育成事業

3249(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 3249

R.4年度(計画予算)

0.07人

  製造業における優秀な人材を定着させるため、高等教育機関を卒業し名張市に定住する若者に対
して奨学金の返還金の補助を行う。
　併せて、地場産業にかかる雇用、人材育成を支援する。

ものづくり高度産業人材育成奨
学補助金　3,600千円

R.5年度(事業計画)

0.07人

0

1,800

1,800千円

R.4年度(事業計画)

ものづくり高度産業人材育成奨
学補助金　2,700千円

ものづくり高度産業人材育成奨学補助
金　1,800千円

R.3年度(事業計画)

2,700千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

4,125千円

525千円

0.07人

0

3,600

3,600千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

ものづくり高度産業人材育成奨学補助金　２
件　347千円

ものづくり高度産業人材育成奨学補助金　900
千円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

347千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

3

2

1

地方債

一般財源 867542 0 346

①+②総事業費 1,017千円

②概算人件費

0千円

0千円

2,982千円

2,440千円 0千円 2,440千円

0千円 2,786千円 1,017千円

150千円 150千円

R.1繰越分 R.2現年分

346千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.10人

0.30人 0.30人

0.10人

担当部局名 担当室名 室長名 商工費 （小事業名）

勤労者福祉会館の円滑な運営と施設の安全管理を行うことにより、利用者への適切なサービス提供
を行います。

施 策

重点プロジェクト

教育委員会事務局 市民スポーツ室 山口　敦司 勤労者福祉会館費 勤労者福祉会館費

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画活力に満ちて暮らせるまち

いきいきと働けるまちづくり

雇用創出

事務事業名 勤労者福祉会館費
会計区分 事業コード 365001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

商工費 勤労者福祉会館費

5022(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 5022

R.4年度(計画予算)

0.02人

名張市勤労者福祉会館の施設管理にかかる費用。
指定管理者制度による指定管理料。

勤労者福祉会館（指定管理）業
務委託料　 867千円

R.5年度(事業計画)

0.02人

867

867千円

R.4年度(事業計画)

勤労者福祉会館（指定管理）業
務委託料　 867千円

勤労者福祉会館（指定管理）業務委託
料　 867千円

R.3年度(事業計画)

867千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

1,017千円

150千円

0.02人

867

867千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

勤労者福祉会館（指定管理）業務委託料
542千円

勤労者福祉会館（指定管理）業務委託料
346千円

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

542千円

R.1現年分


